
 

 

日頃より、市政にご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

市では、「第２次北杜市男女共同参画推進プラン」を平成 28 年に策定し、市民の皆

様や関係団体等のご協力をいただきながら男女共同参画社会の実現に向け様々な事

業に取り組んで参りました。この度、令和８年度での計画期間終了にともない、新

たに計画の策定に着手します。 

 男女共同参画についての現状や考え方、今後のあり方等について、皆さまのご意

見をお聞かせいただき、計画策定の基礎資料として活用させていただきます。 

 お忙しいところ大変恐縮ですが、調査の趣旨をご理解の上、是非ともご協力くだ

さいますようお願いいたします。 

北杜 市 長  大 柴  邦 彦  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎インターネットからの回答も可能です。 

URL  https://src3.webcas.net/form/pub/src1/h26hdks713 

スマートフォンで QR コードからのアクセスでも回答可能です。 

 

本調査票は、８月２８日（金曜日）までに、同封の返信用封筒に入れて返送し

てください。 

 

◆この調査は、市内在住の 18 歳以上の方の中から、無作為に 1,500 名を選ばせ

ていただき、回答をお願いするものです。   

◆調査は無記名でお答えいただき、回答は統計的に処理します。 

◆記入は黒の鉛筆またはボールペンでお願いします。 

◆記入の仕方は、あてはまる回答の数字（１，２など）を○で囲んでください。 

また「その他（       ）」の場合は、その内容を（    ）内にご記入くださ

い。 

◆全員にお答えいただく質問と、一部の方にお答えいただく質問がありますの

で、質問文の指示に従って進めてください。 

◆○印をつける数は、質問文の指示に従ってください。 

 

調査内容や記入方法などの不明点等がありましたら、下記までご連絡ください。 

北杜市 企画部 企画課 企画担当   電話 ０５５１－４２－１３２１ 

ご記入にあたってのお願い 

男女共同参画に関するアンケート調査 

上記の URL かＱＲコードからアクセスし

パスコ―ドを入力してご回答ください。  パスコード          
HHH9999 

参考 
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あなたご自身の事についてご回答ください。（○は各項目それぞれ１つだけ） 

F1 性別 １．男性     ２．女性     ３．答えたくない 

F２ 年齢 

１．１８歳～２９歳     ２．３０歳～３９歳 

３．４０歳～４９歳     ４．５０歳～５９歳 

５．６０歳～６９歳       ６．７０歳以上 

F３ 職業 

１．農林水産業       ２．自営業・事業主 

３．自由業         ４．会社、商店、工場等の正規雇用 

５．公務員・団体職員    ６．パート･アルバイト 

７．学生          ８．専業で家事をしている人 

９．無職          10．その他（          ） 

F４ 北杜市での 

居住年数 

１．１年未満        ２．１年～５年未満 

３．５年～１０年未満    ４．１０年～２０年未満 

５．２０年以上 

F５ 未既婚 
１．未婚者（親と同居）   ２．未婚者（左記の１以外） 

３．既婚者（配偶者と同居） ４．既婚者（離別・死別） 

F６ 家族形態 １．単身   ２．核家族  ３．三世代同居  ４．それ以外 
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〇男女共同参画について 

 

 

【全員の方にお聞きします】 

 

問１．あなたは、次の分野で男女の地位は公平になっていると思いますか。ＡからＥそ

れぞれについてお答えください。（Ａ～Ｅについて○はそれぞれ１つ） 

 男
性
優
遇 

ど
ち
ら
か

と
い
う
と

男
性
優
遇 

公
平 

ど
ち
ら
か

と
い
う
と

女
性
優
遇 

女
性
優
遇 

わ
か
ら
な

い 

Ａ．家庭生活において  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｂ．学校生活において  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｃ．職場内において  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｄ．地域において  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｅ．社会全体において  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

 

問２．あなたは、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考えに賛成です

か、反対ですか。（○は１つ） 

 

１．賛成である           ２．どちらかといえば賛成である 

３．どちらかといえば反対である   ４．反対である        

５．わからない 
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【Ｆ５で「３ 既婚者（配偶者と同居）」と答えた方のみにお聞きします。】 

 

問３．あなたの家庭では、次のような家事等や最終決定を、主にどなたがされていま

すか。ＡからＬそれぞれについて、１から７のうち、あなたにあてはまる番号

を選んでください。（Ａ～Ｌについて○はそれぞれ１つ） 

  夫 妻 夫
と
妻
が
同
じ
程
度 

夫
婦
以
外
の
家
族 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な

ど
の
外
部
サ
ー
ビ
ス 

家
族
全
員 

該
当
な
し 

家

庭

内

の

分

担 

 

Ａ．掃除 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

Ｂ．洗濯 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

Ｃ．食事のしたく  １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

Ｄ．食事の片付け  １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

Ｅ．育児 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

Ｆ．高齢者などの介護  １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

Ｇ．授業参観などの学

校行事への参加  
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

Ｈ．地域の行事などの

活動 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

Ｉ．防災の準備・対策  １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

最

終

決

定 

Ｊ．高額商品（テレビ､

家具等）の購入 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

Ｋ．財産の管理  １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

Ｌ．子どもの教育・  

就職 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
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【全員の方にお聞きします】 

 

問４．あなたは、今後、男性が育児・介護・家事、地域活動に積極的に参加していくた

めにはどのようなことが必要だと思いますか。（○はいくつでも） 

 

１．男性が育児・介護・家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくす

こと 

２．男性が育児・介護・家事などに参加することに対する女性の抵抗感をなくすこと 

３．夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること 

４．年配者や周りの人が、夫婦の役割分担などについて当事者の考え方を尊重する

こと 

５．社会の中で、男性による育児・介護・家事などについても、その評価を高めるこ

と 

６．男性による育児・介護・家事などについて、職場における上司や周囲の理解を進

めること 

７．労働時間の短縮や休暇制度、テレワークなどの ICT を利用した多様な働き方を

普及することで、仕事以外の時間をより多く持てるようにすること 

８．男性の育児・介護・家事などについて、啓発や情報提供、相談窓口の設置、技能

の研修を行うこと 

９．男性が育児・介護・家事などを行うための、仲間作りやネットワーク作りを進め

ること 

10．その他（                      ） 

 

 

〇地域活動 

 

 

問５．北杜市は住みやすいまちだと思いますか。（○は 1 つ） 

 

１．住みやすい 

２．どちらかといえば住みやすい 

３．どちらかといえば住みにくい 

４．住みにくい 

５．わからない 
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問６．あなたは地域の行事や地区活動などで、男女の不平等を感じていますか。次のＡ

からＤについて、あなたが感じている番号を選んでください。 

（Ａ～Ｄについて○はそれぞれ１つ） 

 不
平
等
は
感
じ
て

い
な
い 

さ
ほ
ど
不
平
等
は

感
じ
て
い
な
い 

ど
ち
ら
と
も
い
え

な
い 

少
し
不
平
等
を
感

じ
て
い
る 

不
平
等
を
感
じ
て

い
る 

わ
か
ら
な
い 

Ａ．祭事や葬儀の役割分担において  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｂ．地域活動や地区活動の場において  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｃ．地域や地区の役員選出において  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｄ．意見や要望を言う場において  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

 

 

問７．あなたは市役所やお住まいの地域や地区から、審議会等の公的役員や地区役員等

に選出された場合、それを受けますか。次の中から選んでください。 

（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

   問 7-1 へ 

  

 

【問７で１から３までのいずれかを回答した方のみにお聞きします】 

 

問 7-1．その理由は何ですか。次の中から選んでください。（○は２つまで） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

１．介護が必要な家族等がいるから       ２．高齢であるから 

３．健康に自信がないから             ４．家族の理解が得られないから 

５．子や孫の面倒をみているから          ６．人の上に立つのが苦手だから 

７．家業（農業も含む）をしているから   ８．車の運転ができないから 

９．家から出にくい雰囲気があるから      10．家の事が手抜きになるから 

11．以前に精神的ダメージを受けたから  12．時間がないから 

13．その他（                    ） 

１．できれば受けたくない（拒否したい） 

２．絶対に受けたくない（拒否する） 

３．今は、受けられない事情がある 

４．快く受ける 

５．どちらかといえば受ける（受けるだろう） 

６．どちらともいえない 

７．その他（              ） 
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【全員の方にお聞きします】 

 

問８．あなたは、お住まいの地域や地区の運営において女性の意見が反映されている

と思いますか。（○は１つ） 

 

１．思う   ２．思わない（→問 8-1 へ）  ３．わからない  

 

 

【問８で「２．思わない」を回答した方のみにお聞きします】 

 

問 8-1．その理由を次の中から選んでください。（○は２つまで）  

 

１．女性の意見が取り上げられにくい雰囲気がある  

２．女性の積極性が十分でない  

３．女性役員の数が少ない  

４．男性の意見が通りやすい雰囲気がある  

５．男性中心の組織運営になっている  

６．役員は男性がなるべき等の慣習がある  

７．その他（                  ） 

 

 

 

【全員の方にお聞きします】 

 

問９．防災対策で、男女の性別に配慮して取り組む必要があることは何だと思います

か。（○はいくつでも） 

  

１．避難所の設備（男女別トイレ、更衣室、授乳室、洗濯場など） 

２．避難所運営者に女性の責任者も配置されること 

３．備蓄品のニーズ把握と配布の配慮 

４．災害時の暴力や性犯罪などへの防犯対策 

５．防災会議へ男女が共に参画し、女性の視点が入ること 

６．災害時や復旧時の対策本部に男女が共に参画し、女性の視点が入ること 

７．被災者の相談体制に女性担当者が入ること 

８．その他（                       ） 
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〇仕事と生活 

 

 

【F３で「１．農林水産業」から「６．パート･アルバイト」までを選んで回答された方

にお聞きします】 

 

問 10．あなたは、家庭生活または地域・個人の生活（地域活動・学習・趣味・つきあ

い等）を仕事との関係においてどのように位置づけていますか。（○は１つ） 

 

１．家庭生活又は地域・個人の生活よりも、仕事に専念する   

２．家庭生活又は地域・個人の生活にも携わるが、あくまで仕事を優先させる   

３．家庭生活又は地域・個人の生活と仕事を同じように両立させる   

４．仕事にも携わるが、家庭生活又は地域・個人の生活を優先させる   

５．仕事よりも、家庭生活又は地域・個人の生活に専念する   

６．わからない  

７．その他（                    ） 

 

 

問 11．あなたは、仕事における処遇について、次のＡからＨについてどのように感じ

ていますか。（Ａ～Ｈについて○はそれぞれ１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男

性
が
優

遇

さ

れ
て

い

る

と
感
じ
る 

公

平
だ

と
感

じ
る 

女

性
が
優

遇

さ

れ
て

い

る

と
感
じ
る 

わ
か
ら
な
い 

Ａ．採用 １ ２ ３ ４ 

Ｂ．給与・賃金の体系（職種やコース）  １ ２ ３ ４ 

Ｃ．成績や能力の評価  １ ２ ３ ４ 

Ｄ．昇給 １ ２ ３ ４ 

Ｅ．管理職への登用  １ ２ ３ ４ 

Ｆ．残業、出張、転勤の命令  １ ２ ３ ４ 

Ｇ．研修の機会 １ ２ ３ ４ 

Ｈ．有給休暇のとりやすさ  １ ２ ３ ４ 
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【全員の方にお聞きします】 

 

問 12．あなたは現在、家庭の外で（仕事以外に）何か活動をしていますか。 

（○はいくつでも） 

 

１．グループや団体に属して、ボランティア活動やまちづくり活動などを行っている 

２．個人でボランティア活動やまちづくり活動などを行っている 

３．ＰＴＡの役員・委員を行っている 

４．自治会、女性団体などの地域活動を行っている 

５．スポーツサークル活動を行っている 

６．スポーツ以外の趣味活動、文化・教養・学習活動を行っている 

７．その他（               ） 

８．活動していない（活動したいとは思わない） 

９．活動していない（活動したい）（→問 12-1 へ） 

 

 

【問 12 で「９．活動していない（活動したい）」と答えた方のみにお聞きします】  

 

問 12-1．活動したいのに活動していない理由は何ですか。（○は３つまで） 

 

１．仕事が多忙だから        ２．家事、育児、介護で忙しいから 

３．健康や体力に自信がないから   ４．どんな活動があるのか知らないから 

５．グループなどへの加入方法が分からないから 

６．家族の理解が得られないから   ７．高齢だから 

８．車の運転ができないから    ９．経済的余裕がないから 

10．その他（               ）  
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【全員の方にお聞きします】 

 

問 13．あなたは、育児休業を取得した経験がありますか。（○は１つ） 

 

１．ある               ２．ない 

 

 

問 14．あなたが、次の項目で、女性が仕事を続けていく上での支障となっていると思

うものをお選びください。（○は３つまで） 

 

１．家事・育児・介護の負担や学校対応について、家族の協力や理解が得られない  

２．育児休業や介護休業等の制度や保育の施設が不十分  

３．職場に結婚・妊娠・出産した女性が働きにくい雰囲気がある  

４．職場に責任ある仕事を女性に任せない傾向がある  

５．男性に比べ賃金が安く、職種も限られている  

６．再雇用、再就職を支援する制度等が不十分  

７．残業など勤務時間が長いこと  

８．職場で必要とされる資格・技術等が不十分  

９．その他（                    ） 

 

 

問 15．男女が共に、家庭生活と仕事など他の活動を両立していくためには、どのよう

な環境整備が必要だと思いますか。（○は３つまで） 

 

１．保育所や学童保育の整備、保育時間の延長  

２．病児・病後児保育の整備  

３．年間労働時間の短縮  

４．育児・介護休業制度を利用しやすくする職場環境の整備  

５．周囲の人の理解と協力  

６．育児・介護休業中の賃金や手当など経済的支援の充実  

７．在宅勤務など、柔軟な勤務制度の導入  

８．子育てや介護などを理由に退職した職員の再雇用制度の導入  

９．パート、アルバイトなどの労働条件の改善  

10．わからない 

11．その他（                        ） 
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〇女性の活躍推進について 

 

【F３で「４．会社、商店、工場等の正規雇用」から「６．パート･アルバイト」までを

選んで回答された方のみにお聞きします】 

 

問 16．あなたは、現在の職場で昇進の機会があれば昇進したいと思いますか。 

（○は１つ） 

※昇進とは、現在より権限や責任が大きい仕事に就くことをいい、非正社員の方

が正社員に登用されることを含みます。 

 

１．昇進したい             

２．どちらかというと昇進したい 

３．どちらかというと昇進したくない（→問 16-1 へ） 

４．昇進したくない（→問 16-1 へ） 

５．わからない  

 

 

【問 16 で、「３．どちらかというと昇進したくない」、「４．昇進したくない」と回答し

た方のみにお聞きします】 

 

問 16-1．次の場合、あなたは現在の職場で昇進したいと思いますか。（○は３つま

で） 

 

１．給与額が自分の希望に合うならば、昇進したい 

２．労働時間（残業を含む）が自分の希望に合うならば、昇進したい 

３．勤務場所が自分の希望に合うならば、昇進したい 

４．有給休暇や育児休業、介護休業等を自分の希望どおりに取れるならば、昇進

したい 

５．職務の内容・範囲が自分の希望に合うならば、昇進したい 

６．昇進に必要な要件（勤続年数や経験など）が緩和されれば、昇進したい 

７．その他の条件（            ）であれば、昇進したい 

８．そもそも昇進したいとは思わない（今の仕事を続けたい） 
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【全員の方にお聞きします】 

 

問 17．あなたは現在の社会は女性が働きやすい状況にあると思いますか。（○は１つ） 

１．そう思う   ２．そう思わない（→問 17-1 へ）   ３．わからない  

 

 

【問 17 で、「２．そう思わない」と回答した方のみにお聞きします。】 

 

問 17-1．その理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

１．働く場が限られている          

２．能力発揮の場が限られている 

３．労働条件が整っていない         

４．保育施設が不十分である 

５．昇進・給与等に男女間の不平等がある  

６．結婚・出産を機に退職の慣行がある 

  ７．男は仕事、女は家庭の社会的通念がある 

８．家族の理解・協力が得られにくい 

  ９．職場の理解・協力が得られにくい 

  10．その他（                ） 

 

 

【全員の方にお聞きします】 

 

問 18．県内の若年女性は多くが都市部へ流出しています。県内に女性が定着し、活躍

するために必要なことは何だと思いますか。（○はいくつでも） 

 

１．県内企業の賃金向上や処遇改善 

２．魅力ある企業の誘致など雇用の場の拡大 

３．県内企業の情報発信 

４．起業しようとする女性に対する行政等の支援 

５．子育てしやすい環境の整備 

６．周囲の人々の意識改革 

７．活躍している女性のネットワーク構築 

８．その他（                 ） 

９．わからない 
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〇人権・暴力 

 

 

問 19．次のＡからＧの言葉について、各項目１つに◯をつけてお選びください。（Ａ～

Ｇについて○はそれぞれ１つ） 

 知
っ
て
い
る 

見
た
り
・
聞
い
た
り

し
た
こ
と
が
あ
る 

知
ら
な
い 

Ａ．ジェンダー（社会的・文化的に形成された性別） 1 2 3 

Ｂ．アンコンシャス・バイアス（無意識の偏見） 1 2 3 

Ｃ．ポジティブ・アクション(積極的改善措置) 1 2 3 

Ｄ．Well-being（ウェルビーイング） 

  誰もが暮らしやすい多様な幸せ 
1 2 3 

Ｅ．ＬＧＢＴＱ（性的少数者） 1 2 3 

Ｆ．ＤＶ（配偶者等からの暴力） 1 2 3 

Ｇ．デートＤＶ（恋人間の暴力） 1 2 3 
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問 20．あなたはここ１～２年間の間、配偶者や恋人などの身近な異性から次のような

行為をされたことがありますか。（○はいくつでも） 

 

１．なぐったり、蹴ったり、物を投げつけたり突き飛ばしたりするなどの身体に対す

る暴力をうけた  

２．あなたもしくはあなたの家族に危害が加えられるのではないかと恐怖を感じる

ような言動をうけた  

３．人格を否定されるようなひどい暴言をうけた  

４．いやがっているのに性的な行為を強要された  

５．されたことはない  

６．その他（                   ） 

 

 

問 21．DV や性暴力の被害やそれに関する悩みを相談できる窓口などについて、あなた

が知っているものをあげてください。（○はいくつでも） 

 

１．DV 相談プラス  

２．性暴力相談に関する SNS 相談、Curetime（キュア タイム） 

３．性犯罪被害相談電話に係る全国共通番号＃8103・ハートさん 

４．やまなし性暴力被害者サポートセンター（かいさぽももこ）  

５．ひきこもり地域支援センター  

６．女性の人権ホットライン  

７．こころの健康相談統一ダイヤル  

８．山梨県労働局 相談センター 

９．警察相談専用電話＃9110 

10．男女共同参画センター 

11．女性相談支援センター 

12．知っているものはない 
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問 22．配偶者や恋人からの暴力を防止するためには、どのようなことが必要だと考え

ますか。（○はいくつでも） 

 

１．家庭で保護者が子どもに対し、暴力を防止するための教育を行う 

２．学校・大学で生徒・学生に対し、暴力を防止するための教育を行う 

３．地域で、暴力を防止するための研修会、イベントなどを行う 

４．メディアを活用して、広報・啓発活動を積極的に行う 

５．被害者が早期に相談できるよう、身近な相談窓口を増やす 

６．被害者を発見しやすい立場にある警察や医療関係者等に対し、研修や啓発を行

う 

７．暴力を振るったことのある者に対し、再び繰り返さないための研修や啓発を行

う 

８．加害者への罰則を強化する 

９．暴力を助長するおそれのある情報（雑誌、コンピュータソフト等）を取り締まる 

10．その他（                  ） 

11．特にない  

 

 

〇推進施策 

 

 

問 23．次のＡからＨの言葉について、各項目１つに◯をつけてお選びください。（Ａ～

Ｈについて○はそれぞれ１つ） 

 知
っ
て
い
る 

見
た
り
・
聞
い
た
り

し
た
こ
と
が
あ
る 

知
ら
な
い 

Ａ．ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） 1 2 3 

Ｂ．男女共同参画社会 1 2 3 

Ｃ．男女共同参画社会基本法 1 2 3 

Ｄ．第２次北杜市男女共同参画推進プラン 1 2 3 

Ｅ．女子差別撤廃条約 1 2 3 

Ｆ．女性の職業生活における活躍の推進に関する法律 

（女性活躍推進法） 
1 2 3 

Ｇ．困難な問題を抱える女性への支援(女性支援新法) 1 2 3 

Ｈ．政治分野における男女共同参画の推進に関する法律 

（候補者男女均等法） 
1 2 3 
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問 24．あなたが思う男女共同参画社会とは、どんな社会だと思いますか。次の中から

あなたの考えに近い社会を選んでください。（○は５つまで） 

 

１．地域活動やまちづくりに男女が共に参加している社会 

２．男女の人権が互いに尊重された社会 

３．育児や介護で女性が仕事を辞めなくてもよい社会 

４．女性の社会進出が進んだ社会 

５．男女雇用機会均等が実現された社会 

６．男女とも、互いの役割分担を納得して生きる社会 

７．政策等の立案及び決定の場に男女が共同で参画する社会 

８．男性優位の社会から本当の男女平等が確立された社会 

９. 家庭生活において男女平等・男女共同が確立された社会 

10. 家庭内暴力（児童虐待、高齢者虐待、ＤＶなど）のない社会 

11．いやがらせやいじめ（ハラスメント）のない社会 

12. 国際協力により世界から男女差別が廃絶した社会 

13. 社会における制度や慣行で性差別がなくなった社会 

14. その他（                                          ） 

 

 

問 25．男性も女性も、個性と能力を発揮して生き生きと暮らしていく社会の実現のた

めに、あなたが日頃考えていることがあれば、自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

―ご協力ありがとうございました― 

 

返信用封筒に入れてご返送ください（切手は不要です） 

ネット回答の方は、郵送は不要です。 

 

 


